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Ⅰ．緒言
　母子保健の現状や取り巻く環境は近年大きく変化し
てきている。女性の平均初婚年齢は 29.4歳と上昇して
おり，第一子出生時の母の平均年齢は，30.7歳となっ
ている 1）。また，子どもを持つことについての考え方の
調査 2）では，「子供をもつと生活が楽しく豊かになる」
が 50.8％であるが，「自分の自由な時間が制約される」，
「経済的な負担が増える」，「身体的・精神的な負担が増
える」と答える人もいた。夫婦の予定子ども数が理想子
ども数を下回る理由として最も多いのは，依然として
「子育てや教育にお金がかかりすぎる」（56.3％），次い
で「高年齢で産むのはいやだから」（39.8％）となってい
る  3）。このように経済的状況や高齢出産などを背景にし
て，女性たちが子どもを出産し育てることに対し，困難
を感じている社会であるといえる。
　さらには，妊娠・出産は，身体の急激な変化をまねき，
心理的には母親という新しい役割が課され，心身共に適
応が迫られる出来事である。そのような影響から，この
時期は女性のライフサイクルの中でも精神障害をきたし
やすい時期である 4）。周産期に携わる医療従事者にとっ
てメンタルケアは重要な課題であるといえる。特に，産
後うつが産後 1～2週間から数カ月以内で出現する頻度
は 10～20％前後と高い数値が報告されている 5）。気分
が沈み，日常の生活で興味や喜びがなくなり疲れやす
く，気力，思考力や集中力が減退し，必要以上に自分を
責めたり，自分は価値のない人間だと感じたり，時には
死について繰り返し考える場合もあり，家事や育児へさ
まざまな影響を及ぼす 5）。子ども虐待による死亡事例に
よると，精神疾患のある実母が加害者である場合にお

ける最も多い精神的問題は「うつ病や双極性感情障害
といった気分障害」であった 6）。母親のうつ状態が子ど
もの虐待死に影響を及ぼしていることが明らかになって
いる。また杉下らは，妊娠うつと産後うつの関連につい
て明らかにし，妊娠中に調査したエジンバラ産後うつ病
質問票（Edinburgh Postnatal Depression Scale: EPDS）
高得点者は産後うつに移行しやすいことを指摘してい
る  7）。妊娠中は，産後同様に母親の精神面が不安定な時
期である。このような結果からも，妊娠期における母親
の抑うつ傾向に注目する必要があるといえる。
　また，疲労感はうつ病の診断基準のひとつとしてあげ
られている 8）。産後における抑うつ傾向は「疲労感」と
して表現されることが多い。産後の疲労感は産後うつの
予測因子になり，産後の疲労感と産後うつには関連があ
る 9）。
　一方妊娠期は，妊娠期の抑うつ感や睡眠障害，イライ
ラ感，不安，罪悪感，自殺念慮などの精神症状が主訴の
場合は，妊娠うつとして診断の指標になりやすい。しか
し，疲労感だけを主訴としその他の精神症状の自覚がな
い場合，妊娠期の特徴的なマイナートラブルの一つとし
て捉えられ，見過ごされがちであると考える。マイナー
トラブルとは妊娠によるホルモンの変化や子宮の増大
によって生じる不快症状であり，多くの妊婦が経験し，
「母児に対する直接的な影響は少ないが，症状の増強に
よって妊婦の日常生活に支障をきたすこともある 10）」。
その中でも特に疲労感は，妊娠全期間を通して 90％以
上の妊婦に発症するマイナートラブルであり，発症率が
高いとされている 11）。一般的なマイナートラブルは妊娠
の終了とともに消失するため，マイナートラブルのうち
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の一つとして捉えられている疲労感は，母児の健康に大
きな影響がないと捉えられがちである。すなわち，妊娠
期の疲労感はマイナートラブルとして扱われ，メンタル
支援が必要にも関わらず軽視される可能性がある。しか
し，妊娠期の疲労感は主観的なものであり，その感じ方
は個人によって差があり，評価が難しい。
　そこで，本研究では我が国の妊娠中の疲労感の実態を
明らかにすることを目的とした。国内の先行研究から妊
娠期の「疲労感」の文献検討を行った。
　上記が明らかになれば，疲労感を訴える妊婦への支援
につながり健全な妊娠生活へ導くことに貢献できると考
える。

Ⅱ．研究方法
1．文献検索方法
　文献検索は，医学中央雑誌Web版第 5版（1965年以
降収録）を用いた。検索語句は「妊婦」and「疲労」と
した。2019年 10月に，原著論文に限定して検索し，82
件が抽出された。82件のうち，タイトルと要約から疾病
に関する文献 60件，夫の疲労感に焦点を当てた 1件を
除外し，21件の文献を分析対象とした。
2．分析方法
　研究動向を把握するために研究論文の発表年次推移の
文献数を調査した。妊婦の疲労感を縦断的または横断的
に調査した結果について疲労感の現状や今後の対策など
必要な支援について言及している内容について読みとり
それぞれについて端的に記述した。
3．倫理的配慮
　文献の著作権を遵守し，原論文に忠実であることに努
め，その引用に配慮した。

Ⅲ．結果
1．論文の年次推移
　分析対象とした文献一覧を表 1に示した。論文の年次
推移 1999年から，年間 1～2件の発表で，2009年から
は年間 2件程度の発表がされていた。
2．「疲労感」の用語の定義
　マイナートラブルの症状のとして「全身倦怠感」，「易
疲労感」と捉えられている文献が 3件 10）12）13），疲労 3項
目「ひどく疲れた」，「へとへとだ」，「だるい」と定義 14）

している文献もあった。また疲労感の測定尺度には「日
本産業衛生学会産業研究会選」の「自覚症しらべ」を用
いている文献が 4件 11）15）16）17）あり，その中では，自覚の
中の一つとして「だるさ感」と定義していた。妊婦の不
定愁訴項目の一つとして「つかれやすい」と定義してい
るものもあった。また，心の疲労度として捉えているも
の 1件 18）であった。
　疲労感は，マイナートラブルのうちのひとつとして研

究されていることが多く明らかな定義は見つからなかっ
た。マイナートラブルについては，「妊娠中の女性が自
覚する不快症状で，医学的には問題が少ないとされてい
る症状」と定義されているものが多かった。
3．疲労感の評価指標
　妊娠中の疲労感の評価指標として使用されていたもの
を表 2に示した。

表 2　妊娠中の疲労感の評価指標
評価指標 件

自覚症調べ 4

蓄積疲労徴候インデックス（CFSI） 2

指尖脈波 1

疲労尺度 1

　最も多く使用されていた疲労感の評価指標は，日本産
業衛生学会産業疲労研究会によって作成された質問紙調
査票「自覚症調べ」であった（4件）。これは，日本産
業衛生学会産業疲労研究会によって作成されており，労
働者の作業に伴う経時的変化を調べることを目的として
いる。労働者の作業の負担を計測・評価するために開発
され，作業条件改善の必要性や実施すべき改善内容の
検討，実施した改善の効果判定などを目的として利用さ
れているものである。作業者自身が作業の負担に対応し
た症状チェックができること，時間を追って自覚症状の
変化が把握できること，その変化を疲労の 3因子構造
（Ⅰ：ねむけとだるさ，Ⅱ：注意集中の困難，Ⅲ：身体違
和感）で考察できることが特徴である。この指標を用い
て，家事や上の子の育児等の活動が増えると疲労スコア
が高いことを指摘している研究 15）や，妊娠初期のつわ
りに伴う倦怠感との関連を示唆している研究 14）があっ
た。また自覚症調べを用いた研究のうち，他の指標と併
用していたものは 1件 11）で，その内訳は，妊娠悪阻指
数，EIスコア（つわり指数），日本語版便秘評価尺度，
簡略化更年期指数，月経関連症状尺度日本語版，歯周疾
患を疑う自覚症候群と，妊婦から聞きとった症状であっ
た。従来妊娠中のマイナートラブルとして取り上げられ
てこなかった症状を見出すことを目的に多くの評価指標
を同時に使用し妊婦のマイナートラブルの種類，発症率
及び発症頻度について実態調査を行っていた。次に多く
使用されていた評価指標は，蓄積的疲労徴候インデック
ス（Cumulative Fatigue Symptoms Index; CFSI）（2件）
で，これ以外に指尖脈波（1件），疲労尺度（1件）も使
用していた。
　CFSIは労働や生活による心身負担の主観的評価指標
であり 81項目から構成されている。この 81項目を 8つ
の疲労パターンに分類しその合計点を各個人の訴え数と
している。
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　指尖脈波は指先の脈波のゆらぎを 1分間測定し交感神
経と副交感神経の状態から自律神経バランスでストレス
とリラックス状態がわかる検査である。
　疲労尺度は，「疲れが激しくてもうこれ以上は働けな
い」という状態を 9，「非常にさわやかで，疲れを全く感
じない」という状態を 1として疲労感を測定する方法で
ある。
　使用されていた評価指標は主観的な指標が多く用いら
れていることが分かった。
4．対象，研究デザイン
　対象者の産科的時期別にみた研究論文数は，妊娠中期
の妊婦 1件 19），妊娠後期の妊婦 2件 18）20），0歳から 2歳
の子育て中の母親 1件 12），妊娠全期における妊婦 11件
10）11）13）14）15）16）21）22）23）24）25），妊娠初期の妊婦と妊娠中期の妊
婦 1件 17），妊娠後期の妊婦と産後 4件 26）27）28）29），であっ
た。文献検討の論文は 1件 30）であった。
　研究デザインは量的研究 12件，質的研究 6件，量的研
究と質的研究を組み合わせた研究 1件，事例研究 1件，
文献検討 1件であった。
　質的研究では妊娠週数と身体的・精神的変化 15）や，産
後の精神状態への影響 18）20）26）27）28）29）などがあった。事例
研究では，妊婦の睡眠・覚醒行動や疲労との関連 16）があ
り，妊娠経過と身体的・精神的の変化や，サポートの必
要性が示唆されていた。量的研究では，就労の有無によ
るマイナートラブルの発症頻度 12），妊娠経過に伴う各期
の特徴 14），妊婦自身によるセルフケア 10）21），食事と疲労
感との関連 17），妊婦の冷えと疲労感との関連 24），ホルモ
ンと疲労感との関連 28）などがあった。
5．疲労感の実態
　易疲労感は，妊娠全期を通して 92.9％から 95.5％，全
身倦怠感は 91.5％から 92.9％の妊婦に発症し，有症者
における発症頻度は（たびたびある）と示されていた 11）。
　妊娠全期において 91.4％の妊婦が疲労感を自覚し，
「とても辛い」，「少し辛い」とした妊婦は 75.7％として
いる研究もあった 14）。
6．疲労感に関連する要因
1）身体的要因
①母親の年齢，出産経験
　就寝前・起床時の疲労感に影響を与える妊婦の背景要
因として妊婦の年齢が検討されているが，関連はみられ
なかった 15）。妊娠全期の初産経産別の易疲労感の発症率
をみると初産婦 93.9％，経産婦 94.9％とされている研
究があった 11）。
②妊娠週数
　妊娠週数が進むと疲労感を感じており，妊娠全期を通
して疲労感の発症率は高いが，妊娠初期から中期，後期
に向かい，疲労と抑うつのリスクが増し，妊娠経過に伴
い，身体への負荷の影響が示唆されていた 14）。なかでも

妊娠初期は「つわり」と「倦怠感」，「胃の不快感」の発
生の間に関連性が認められたとする先行研究 14）もあっ
た。
③体の冷え
　妊娠中期，末期の妊婦では，冷え性の自覚がない妊婦
のほうが，冷え性の自覚のある妊婦に比べて，マイナー
トラブルの合計点が有意に低かった（p<0.05）24）。マイ
ナートラブルの有訴率が高い妊婦ほど，妊娠末期の緊
張・不安・抑うつ感，疲労感が高い状態にあった 24）。
2）心理的要因
①心の健康度
　心の健康度と心の疲労度のなさとの間に高い相関を認
め，心の健康度が高い妊婦ほど心の疲労感がない程度も
高かった（p<0.01）18）と示されていた。
3）社会環境要因
①就労
　疲労感と倦怠感をマイナートラブルのうちの一つとし
て，就労との関連性を論じた報告が 2件 12）22）あった。マ
イナートラブルは非就労妊婦に多く，就労妊婦は仕事を
持つことにより達成感や自己満足感を経験していること
があげられていた。就労妊婦のマイナートラブルは，非
就労妊婦に比べて発症率・発症数は少ないが，負担を感
じる体験をしている妊婦もいる。妊娠中も就労を継続し
ている妊婦は日中の睡眠時間が短いことが指摘されてい
た。妊娠中に起こる身体的変化に適応し働く女性のため
の柔軟なシステムが必要であるとされていた。
②子育て
　子ども一人を持つ母親は，子ども 2人以上の子育てを
している母親よりも疲労感を多く有し，同居している母
親の疲労スコアが高い傾向にあった 15）。
③サポート体制
　家族の状況（核家族か否か）といった家族の存在は妊
婦の就寝前と起床時の疲労感に関連がみられた 15）。
4）生活習慣要因
①生活習慣
　「自覚症調べ」を用いた研究において，朝食を摂取する
習慣がある妊婦のほうが，そうでない妊婦に比較して疲
労感が有意に低いことが示されていた 17）。
②家事労働
　炊事や洗濯，掃除，買い物などの家事をどの程度行っ
ているかを見た研究において妊婦の疲労感に関連がある
ことが示されていた 15）。
③セルフケア
　非妊娠時からのセルフケア行動の実践が成功体験，生
理的・情緒的体験となり，妊婦のセルフケア自己効力感
を高めることが示唆されていた 21）。また，マイナートラ
ブル評価尺度を作成し，妊婦自身のセルフチェックに活
用することにより，妊娠に伴う心身の変化に気づきセル
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フケア向上の動機付けを期待する研究  10）もあった。

Ⅳ．考察
　本研究では，妊娠中の疲労感の実態を明らかにするた
めに文献検討を行った。1999年から，継続的に妊婦の疲
労感の研究がなされている現状が明らかになった。年間
1～2件程度の発表で，2009年からは平均年間 1～3件
程度の発表がされていた。
　疲労感の用語の定義では，「妊娠中の女性が自覚する
不快症状の一つで，医学的には問題が少ないとされてい
る症状」としているものが多く，明らかな定義は見当た
らなかった。また，妊婦の主観的な「疲れ」として表現さ
れ，マイナートラブルのうちの一つとして捉えているも
のが多く，「妊娠によるもの」としていることが多かっ
た。
　今回の研究において，疲労感の発症頻度を調査した研
究 2件では，易疲労感は，妊娠全期を通して 92.9％か
ら 95.5％発症しているとの報告や，91.4％の妊婦が疲労
感を自覚し，そのうち 75.7％が「とても辛い」，「少し辛
い」との報告があった。このように 90％を超える妊婦が
疲労感を抱え妊娠生活を送っていることが明らかとなっ
た。
　疲労感には様々な関連要因があることが分かった。身
体的要因としては，年齢や出産経験や妊娠週数，体の冷
えなどが影響していることが分かった。今回の研究にお
いては年齢と疲労感に明らかな関連はなかった。しかし
経産婦においては子育てによる心身への負担があるため
十分なサポート体制が必要であると考えられる。また妊
娠の経過とともに疲労感を感じるという結果から時期に
応じた支援が必要である。さらには，冷え性妊婦に対し
ては，体を冷やさないように注意することや冷え性を改
善するためのケアといった保健指導も必要である。
　社会環境要因と心理的要因としては就労，子育てやサ
ポート，心の健康度，といった要因があげられた。就労
においては妊娠期に異常がない限り産休まで働いている
妊婦が多いが（72.2％が妊娠期有職），非就労妊婦のほう
がより疲労感を感じていることが示唆されていた。就労
妊婦のほうが達成感や自己満足感が得られることで，妊
婦の心の健康度が保たれるのではないかと考えられた。
就労の有無に関わらず妊婦が前向きな気持ちで妊娠生活
を送ることができるように支援することで出産後の育児
行動をスムーズに始められると考える。そのため妊娠期
からの妊婦の心理的健康感を高めることが重要であり，
心の健康感を維持，増進する介入の必要性がある。サ
ポートに関しては，核家族か否かということや，同居す
る家族がいても十分なサポートが得られるかどうかも含
めた情報収集が必要である。
　生活習慣因子においては，生活習慣，家事労働，セル

フケアがあげられた。生活習慣を見直し朝食を摂取する
ことなど，よりきめ細やかな介入と適切な指導が求めら
れる。また家族や同居者にどの程度家事労働の協力体制
があるのか，または協力を依頼できるような関係性があ
るのか否かも含め検討することが重要である。マイナー
トラブルに対して症状の軽減には日常生活，食事，運動
習慣の改善など妊婦自身のセルフケアによりその予防や
改善が期待されセルフケアの重要性が示されていた。
　このように疲労感を含むマイナートラブルに対して症
状の予防・軽減には日常生活，食事などの改善に十分な
指導とサポート体制の構築等を行うために，妊婦の全体
像を把握し様々な側面からアセスメントすることが求め
られる。
　疲労感を含むマイナートラブルは妊婦のセルフケアに
任されている部分が大きいことも明らかとなっており，
保健指導においては妊婦自身のセルフケア能力を高める
必要性もある。福士ら 31）は「身体の変化が著名で幸福感
に満たされる妊娠中期は，妊婦自身の身体に関心が向き
やすく妊娠を再確認する機会となる。身体を大切にする
意識を持つことは，その捉え方が自信や身体への信頼に
繋がり，妊娠期のセルフケア行動を促す内発的動機づけ
を高める一因になる」と述べている。さらに，真鍋ら 32）

は，「妊娠期に身体的，心理面のセルフケア行動がバラ
ンスよく実践されることにより，親としての心理的な成
長が期待できることが実証的に検証され，セルフケア行
動の実践を支援することは，育児不安や子どもへの虐待
を予防する点からも重要である」と述べられておりセル
フケア行動を促すことや実践することは重要であるとし
ている。母親はお腹の中の子どもに思いを巡らせたり，
胎動を感じたり，話しかけたりして母親と子どもの関係
は妊娠中から始まっているといえる。妊娠期は我が子を
迎えるために重要な準備期間であり，この時期に形成さ
れた妊婦の胎児への愛着は，産後の母親の新生児への愛
着につながることが明らかである 33）と報告されている。
　疲労感を軽減し，快適な妊娠生活を送ることができる
ように支援することで出産後の育児支援や愛着形成につ
ながり，ひいては産後うつや虐待との関連性も考えられ
る。そのため妊娠期の疲労感をより深くアセスメントす
ることが重要であると考える。
　産後における抑うつ傾向は「疲労感」として表現され
ることが多い。産後の疲労感は産後うつの予測因子にな
り，産後の疲労感と産後うつには関連がある 9）。また疲
労感はうつ病の診断基準のひとつとしてあげられてい
る  8）。しかし今回の文献検討において妊娠中の心理的要
因の関連を見た研究は 1件 18）のみであった。
　今後妊婦の疲労感と妊娠期における心理的要因がどの
ように関連しているのかを明らかにすることで，妊婦の
疲労感の評価に基づいたケアが提供できるのではないか
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と考えられた。今後の課題として妊婦の疲労感と心理的
要因との関連を明らかにしていく事の必要性が示唆され
た。

Ⅴ．結論
　本研究は，我が国の妊婦の疲労感の実態を明らかにす
ることを目的とした。
 1 ）妊娠初期，中期，後期の全ての時期において，妊婦
の 90％以上が疲労感を感じていた。
 2 ）妊婦の疲労感に関連する要因として，身体的，社会
環境要因については多くの研究がなされていたが，心理
的要因の関連を見たものは 1件のみであった。
 3 ）妊婦の生活習慣，家事労働，セルフケアは疲労感に
関連しており，生活習慣を整える保健指導が必要であ
る。
 4 ）疲労感の軽減には妊婦自身のセルフケアが重要であ
り，セルフケア能力を高める必要性がある。
 5 ）今後の課題として，妊婦の疲労感と心理的要因との
関連を検討することが必要である。
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Literature review of fatigue among pregnant women in Japan

Takeyo Yamada and Chiaki Moriwaki

Summary

 In this study, we focused on the “feeling of fatigue” during pregnancy.  Fatigue among pregnant women 
is often overlooked as a minor problem that occurs during pregnancy and it is often not medically regarded 
as a problem.  To improve the health and comfort of women during pregnancy, we conducted a literature 
review to understand the actual situation of the feeling of fatigue.  Using the online version of the Japan 
Medical abstracts society, we analyzed 21 publications regarding fatigue in pregnant women.  More than 
90％ of pregnant women feel tired during the entire duration of their pregnancy.  The cause of fatigue in 
pregnant women is often thought to be due to the pregnancy itself and most pregnant women spend their 
pregnancy feeling tired.  We suggest that it is important to understand the actual condition underlying 
pregnant women’s feelings of fatigue after the second trimester, identify the factors that exacerbate fatigue 
during pregnancy and assess the relationship between the identified factors and the feelings of fatigue.

Keywords: pregnant women, fatigue, literature review


